
在
留
管
理
制
度
は
、
一
定
の
在
留
資

格
で
日
本
に
中
長
期
に
わ
た
り
在
留
す

る
外
国
人
の
在
留
状
況
を
管
理
・
把
握

す
る
制
度
で
す
。

新
し
い
在
留
管
理
制
度
に
よ
り
、
外

国
人
の
在
留
状
況
が
こ
れ
ま
で
以
上
に

正
確
に
把
握
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

新
制
度
に
つ
い
て
、
企
業
の
人
事
・

労
務
担
当
者
が
注
意
を
要
す
る
の
は
主

に
次
の
６
点
で
す
。

①「
外
国
人
登
録
証
明
書
」
の
廃
止
と

「
在
留
カ
ー
ド
」
へ
の
切
り
替
え

②
在
留
期
間
５
年
の
新
設

③
み
な
し
再
入
国
許
可
制
度
の
新
設

④
在
留
資
格
の
取
消
事
由
の
追
加

⑤
高
度
人
材
に
対
す
る
優
遇
措
置

⑥
不
法
就
労
助
長
罪
の
強
化

以
下
、
順
番
に
そ
の
内
容
と
留
意
点

な
ど
を
確
認
し
て
い
き
ま
す
。

外
国
人
登
録
証
明
書
か
ら

在
留
カ
ー
ド
へ
の
切
り
替
え

従
来
、
日
本
に
９０
日
以
上
在
留
す
る

外
国
人
は
「
外
国
人
登
録
」
が
義
務
づ

け
ら
れ
、
身
分
証
明
書
と
し
て
市
区
町

村
か
ら
外
国
人
登
録
証
明
書
が
発
行
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
昨
年
７
月
９
日
以
降
、
外

国
人
登
録
証
明
書
は
廃
止
さ
れ
、
入
国

管
理
局
か
ら
「
在
留
カ
ー
ド
」
が
発
行

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

た
だ
し
、
切
り
替
え
の
完
了
ま
で
に

は
約
３
年
を
要
す
る
た
め
、
完
全
に
在

留
カ
ー
ド
に
一
本
化
さ
れ
る
の
は
平
成

２７
年
以
降
の
予
定
で
す
。

⑴

在
留
カ
ー
ド
の
交
付
対
象

在
留
カ
ー
ド
は
、
正
規
に
日
本
に
中

長
期
間
在
留
す
る
外
国
人
に
対
し
て
交

付
さ
れ
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
次
の
①
〜
⑥
に
あ
て

は
ま
ら
な
い
人
で
す
。

①
３
か
月
以
下
の
在
留
期
間
が
決
定
さ

れ
た
人

②「
短
期
滞
在
」
の
在
留
資
格
が
決
定

さ
れ
た
人

③「
外
交
」
ま
た
は
「
公
用
」
の
在
留

資
格
が
決
定
さ
れ
た
人

④「
特
定
活
動
」
の
在
留
資
格
が
決
定

さ
れ
た
一
定
の
人

⑤
特
別
永
住
者

⑥
在
留
資
格
を
も
た
な
い
人

⑵

切
り
替
え
完
了
ま
で
の
経
過
措
置

現
在
も
、
在
留
カ
ー
ド
で
は
な
く
従

来
の
外
国
人
登
録
証
明
書
を
所
持
し
て

い
る
外
国
人
が
数
多
く
い
ま
す
。

な
ぜ
な
ら
、
経
過
措
置
と
し
て
、
外

国
人
登
録
証
明
書
が
在
留
カ
ー
ド
と
み

な
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。

入国管理法の改正により新たな在留管理制度がスタ
ートして約１年が経過しましたが、新制度に対する
理解不足や誤解もあるようです。外国人社員の雇用
に際して知っておくべき注意点をまとめました。

さむらい行政書士法人代表・行政書士

小 島 健 太 郎
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外
国
人
登
録
証
明
書
が
在
留
カ
ー
ド

と
み
な
さ
れ
る
期
限
は
、
現
在
許
可
さ

れ
て
い
る
在
留
資
格
の
種
類
に
よ
り
異

な
り
ま
す
。

・「
人
文
知
識
・
国
際
業
務
」「
技
術
」

「
技
能
」「
企
業
内
転
勤
」「
投
資
・
経

営
」「
日
本
人
の
配
偶
者
等
」
な
ど

↓

現
在
許
可
さ
れ
て
い
る
在
留
期

限
ま
で

・
永
住
者

↓

平
成
２７
年
７
月
８
日
ま
で

た
と
え
ば
、「
人
文
知
識
・
国
際
業

務
」
の
資
格
で
平
成
２５
年
１０
月
３１
日
ま

で
有
効
な
外
国
人
登
録
証
明
書
は
、
そ

の
期
限
ま
で
は
在
留
カ
ー
ド
と
み
な
さ

れ
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
切
り
替
え
は

不
要
で
す
。

そ
し
て
、
期
限
で
あ
る
平
成
２５
年
１０

月
３１
日
の
前
に
更
新
許
可
申
請
を
行
な

い
、
更
新
が
許
可
に
な
る
と
、
入
国
管

理
局
か
ら
在
留
カ
ー
ド
が
交
付
さ
れ
る

し
く
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

更
新
す
る
と
、
外
国
人
登
録
証
明
書

は
自
動
的
に
無
効
に
な
り
、
市
区
町
村

に
返
納
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

従
来
の
外
国
人
登
録
証
明
書
は
、
市

区
町
村
役
場
と
入
国
管
理
局
で
別
々
に

手
続
き
が
必
要
な
場
面
が
多
か
っ
た
の

で
す
が
、
在
留
カ
ー
ド
導
入
後
は
基
本

的
に
ど
ち
ら
か
で
手
続
き
を
す
れ
ば
足

り
、
手
続
き
を
す
る
外
国
人
に
と
っ
て

は
便
利
に
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
管
轄
の
入
国
管
理
局
で
申
請

を
す
れ
ば
、
期
限
前
に
（
次
回
更
新
ま

で
待
た
な
く
て
も
）
外
国
人
登
録
証
明

書
か
ら
在
留
カ
ー
ド
に
切
り
替
え
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
場
合
、
在
留
カ
ー
ド
は
即
日
交

付
さ
れ
ま
す
。

⑶

初
め
て
入
国
す
る
外
国
人
社
員
の

在
留
カ
ー
ド

昨
年
７
月
９
日
以
降
、
初
め
て
日
本

に
入
国
し
、
在
留
カ
ー
ド
交
付
の
対
象

と
な
る
中
長
期
在
留
者
の
外
国
人
は
、

到
着
し
た
空
港
で
在
留
カ
ー
ド
が
交
付

さ
れ
て
い
ま
す
。

た
と
え
ば
、「
技
術
」
の
資
格
で
雇

用
す
る
外
国
人
社
員
を
在
留
資
格
認
定

証
明
書（
＊
）で
海
外
か
ら
呼
び
寄
せ
た

と
す
る
と
、
初
め
て
日
本
に
入
国
し
た

と
き
に
空
港
で
在
留
カ
ー
ド
が
交
付
さ

れ
ま
す
。

た
だ
し
、
成
田
・
羽
田
・
中
部
・
関

西
空
港
に
限
定
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
以

外
の
空
港
か
ら
入
国
し
た
場
合
は
空
港

で
は
交
付
さ
れ
ず
、
入
国
後
、
市
区
町

村
役
場
で
住
所
の
届
出
を
し
た
後
に
交

付
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

＊
申
請
に
基
づ
き
、
法
務
大
臣
が
在
留
資
格

に
関
す
る
上
陸
条
件
の
適
合
性
を
事
前（
入

国
前
）
に
審
査
し
、
条
件
に
適
合
す
る
場

合
に
発
行
・
交
付
さ
れ
る
証
明
書
。
入
国

審
査
手
続
き
の
簡
易
・
迅
速
化
と
効
率
化

を
目
的
と
し
て
い
る
。

⑷

手
続
き
や
届
出
先
の
変
更

在
留
カ
ー
ド
移
行
後
は
、
各
種
の
手

続
き
が
変
更
に
な
っ
て
い
ま
す
。
自
社

で
雇
用
す
る
外
国
人
社
員
に
図
表
１
の

よ
う
な
状
況
変
化
が
あ
っ
た
場
合
は
、

本
人
が
手
続
き
を
漏
れ
な
く
行
な
え
る

よ
う
、
適
宜
会
社
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を

し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
在
留
カ
ー
ド
の
記
載
内
容
と

見
方
に
つ
い
て
は
、
入
局
管
理
局
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

在
留
期
間
の
上
限
が

最
長
「
５
年
」
に

こ
れ
ま
で
在
留
期
間
は
３
年
が
最
長

だ
っ
た
の
で
す
が
、
新
た
に
「
５
年
」

が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
当
初
か
ら
短
期
の
在
留
を
予

定
し
て
い
る
場
合
が
あ
る
こ
と
な
ど
か

ら
、
最
短
も「
３
か
月
」と「
６
か
月
」

が
追
加
さ
れ
ま
し
た
（
図
表
２
）。

５
年
の
在
留
資
格
を
取
得
で
き
れ
ば

更
新
手
続
き
の
回
数
が
減
る
な
ど
、
外

国
人
社
員
に
は
メ
リ
ッ
ト
で
す
。

た
だ
し
、
申
請
す
れ
ば
無
条
件
に
５

年
が
取
得
で
き
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
雇
用
先
の
状
況
（
上
場
企
業
や
一

定
規
模
以
上
の
大
企
業
で
あ
る
な
ど
）

と
、
外
国
人
本
人
の
個
別
状
況
に
よ
り

審
査
・
判
断
さ
れ
ま
す
。

図表１ 各種の手続きと届出先・期限

図表２ 在留資格と在留期間

＊太字が今回の改正により新たに追加され
た在留期間

期限

転居から１４日以内

転職・転籍から１４日以内

所属機関の変更から１４日
以内

離婚や死別から１４日以内

届出先

市区町村役場

管轄の入国管理局

管轄の入国管理局

管轄の入国管理局

手続き（種類）

住所変更（引越し）

転職・転籍

勤務先の社名や住所
の変更

「日本人の配偶者等」
「永住者の配偶者等」
「家族滞在」の外国
人社員が配偶者と離
婚や死別をした場合

在留期間

３か月、１年、
３年、５年

６か月、１年、
３年、５年

在留資格

「人文知識・国際業
務」「技術」などの
就労系の在留資格
（「興業」「技能実習」
を除く）

「日本人の配偶者等」
「永住者の配偶者等」
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１
年
な
ら
出
入
国
が
自
由
な

み
な
し
再
入
国
許
可
制
度

従
来
、
日
本
に
在
留
す
る
外
国
人

は
、
入
国
管
理
局
で
「
再
入
国
許
可
」

を
得
な
い
ま
ま
出
国
す
る
と
、
保
有
す

る
在
留
資
格
を
失
い
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
海
外
出
張
や
海
外
駐
在

の
た
め
に
出
国
す
る
外
国
人
社
員
は
、

そ
の
つ
ど
入
国
管
理
局
へ
出
向
い
て
、

再
入
国
許
可
を
得
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

「
み
な
し
再
入
国
許
可
」
の
制
度
が

で
き
た
こ
と
に
よ
り
、
１
年
以
内
の
再

入
国
（
日
本
を
出
国
し
て
再
び
来
日
す

る
こ
と
）
の
場
合
に
は
、
再
入
国
許
可

が
不
要
に
な
り
ま
し
た
。

し
た
が
っ
て
、
１
回
の
出
国
期
間
が

１
年
以
内
で
あ
れ
ば
、
何
ら
手
続
き
す

る
こ
と
な
く
、
出
国
・
入
国
を
繰
り
返

し
行
な
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

基
本
的
に
は
会
社
に
も
本
人
に
も
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
改
正
点
で
す
が
、
一
方

で
注
意
点
も
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
、
み
な
し
再
入
国
許
可
に
よ

り
日
本
を
出
国
し
て
、
再
入
国
し
な
い

ま
ま
の
期
間
が
１
年
を
超
え
る
と
、
保

有
す
る
在
留
資
格
を
失
う
こ
と
で
す
。

し
た
が
っ
て
、
日
本
か
ら
の
出
国
期

間
が
１
年
を
超
え
る
可
能
性
が
あ
る
場

合
は
、
入
国
管
理
局
で
必
要
な
期
間

（
最
長
５
年
）
の
従
来
か
ら
あ
る
通
常

の
再
入
国
許
可
を
得
て
か
ら
出
国
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

在
留
資
格
の

取
消
事
由
の
追
加

本
来
の
在
留
資
格
に
基
づ
く
活
動
を

継
続
し
て
一
定
期
間
行
な
っ
て
い
な
い

場
合
、
た
と
え
ば
就
労
系
の
在
留
資
格

で
働
く
外
国
人
社
員
が
会
社
を
退
職
し

て
３
か
月
を
経
過
す
る
と
、
正
当
な
理

由
（
転
職
活
動
を
行
な
っ
て
い
る
な

ど
）
が
な
い
限
り
、
在
留
資
格
の
取
消

事
由
に
該
当
し

ま
す
。

今
回
の
改
正

で
は
「
日
本
人

の
配
偶
者
等
」

「
永
住
者
の
配

偶
者
等
」
の
在

留
資
格
を
も
つ

外
国
人
が
、
配

偶
者
の
身
分
を

有
す
る
者
と
し

て
の
活
動
を
継

続
し
て
６
か
月

以
上
行
な
わ
な

い
場
合
が
、
新

た
に
在
留
資
格

の
取
消
事
由
と
し
て
追
加
さ
れ
ま
し
た

（
図
表
３
）。

た
と
え
ば
「
日
本
人
の
配
偶
者
等
」

の
資
格
を
も
つ
外
国
人
社
員
が
、
日
本

人
の
配
偶
者
と
離
婚
し
、
そ
の
ま
ま
６

か
月
を
経
過
す
る
と
、
在
留
資
格
の
取

消
事
由
に
該
当
し
ま
す
。

在
留
資
格
が
取
り
消
さ
れ
れ
ば
、
日

本
で
正
規
に
働
け
な
く
な
り
ま
す
。「
日

本
人
の
配
偶
者
等
」
の
在
留
資
格
で
働

く
外
国
人
社
員
が
離
婚
し
た
こ
と
を
知

っ
た
場
合
、
会
社
と
し
て
は
就
労
系
資

格
へ
の
在
留
資
格
変
更
を
働
き
か
け
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
引
き
続
き
就
労
系
資
格
を
も

つ
外
国
人
が
転
職
し
て
き
た
場
合
も
注

意
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

前
職
会
社
が
適
法
に
当
該
外
国
人
社

員
の
退
職
を
入
国
管
理
局
に
届
け
出
て

い
る
一
方
、
自
社
が
入
社
の
届
出
を
怠

り
、
入
国
管
理
局
が
再
就
職
を
把
握
で

き
て
い
な
か
っ
た
場
合
に
は
、「
正
当

な
理
由
な
く
本
来
の
活
動
を
３
か
月
以

上
行
な
っ
て
い
な
い
」
と
し
て
、
当
該

社
員
の
在
留
資
格
が
取
り
消
さ
れ
る
可

能
性
が
あ
る
か
ら
で
す
。

高
度
人
材
に
対
す
る

ポ
イ
ン
ト
制
の
優
遇
制
度

「
高
度
人
材
に
対
す
る
ポ
イ
ン
ト
制

に
よ
る
優
遇
制
度
」
が
新
た
に
導
入
さ

れ
ま
し
た
。

こ
の
制
度
は
、
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル

化
が
進
展
す
る
な
か
、
日
本
企
業
の
国

際
競
争
力
を
高
め
る
た
め
、
高
度
な
能

力
や
資
質
を
有
す
る
外
国
人
（＝

高
度

人
材
）
の
受
入
れ
を
促
進
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

高
度
人
材
外
国
人
の
活
動
内
容
は
次

の
３
つ
に
分
類
さ
れ
て
い
ま
す
。

①
学
術
研
究
活
動
…
…
基
礎
研
究
や
最

先
端
技
術
の
研
究
を
行
な
う
研
究
者

②
高
度
専
門
・
技
術
活
動
…
…
専
門
的

な
技
術
・
知
識
等
を
活
か
し
て
新
た

な
市
場
の
獲
得
や
新
た
な
製
品
・
技

術
開
発
等
を
担
う
者

③
経
営
・
管
理
活
動
…
…
日
本
企
業
の

グ
ロ
ー
バ
ル
な
事
業
展
開
等
の
た
め

豊
富
な
実
務
経
験
等
を
活
か
し
て
企

業
の
経
営
・
管
理
に
従
事
す
る
者

こ
れ
ら
３
つ
の
活
動
内
容
ご
と
に
、

「
学
歴
」「
職
歴
」「
年
収
」
な
ど
の
項

目
別
に
「
ポ
イ
ン
ト
計
算
表
」
が
公
表

さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
ポ
イ
ン
ト
計
算
表
に
従
っ
て
該

当
す
る
項
目
ご
と
に
ポ
イ
ン
ト
が
与
え

ら
れ
、
合
計
ポ
イ
ン
ト
が
一
定
以
上
に

達
し
た
場
合
に
、
そ
の
外
国
人
は
「
高

度
人
材
」
に
該
当
す
る
と
判
断
さ
れ
、

一
般
の
外
国
人
に
は
な
い
様
々
な
優
遇

措
置
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

図表３ 在留資格の取消事由
正当な理由なく、本来の活動を
３か月以上行なっていない場合

正当な理由なく、配偶者として
の活動を６か月以上行なってい
ない場合（今回の改正で追加）

�

�

就労系の在留資格の
所持者

「日本人の配偶者等」
「永住者の配偶者等」
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「
高
度
人
材
」
の
申
請
に
あ
た
っ
て

は
、
高
度
人
材
の
条
件
に
該
当
す
る
外

国
人
が
、
在
留
資
格
認
定
証
明
書
交
付

申
請
、
在
留
資
格
変
更
許
可
申
請
、
在

留
期
間
更
新
許
可
申
請
の
い
ず
れ
か
を

行
な
う
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
別
途
自
ら
高

度
人
材
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

高
度
人
材
外
国
人
に
対
す
る
優
遇
措

置
は
全
部
で
７
つ
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ

れ
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

⑴

複
合
的
な
在
留
資
格
の
許
容

通
常
、
日
本
で
就
労
す
る
外
国
人
は

許
可
さ
れ
た
在
留
資
格
で
認
め
ら
れ
て

い
る
範
囲
外
の
仕
事
を
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

た
と
え
ば
、「
技
術
」
の
在
留
資
格

を
も
つ
外
国
人
社
員
は
、「
技
術
」
で

認
め
ら
れ
て
い
る
範
囲
内
の
仕
事
（
エ

ン
ジ
ニ
ア
や
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
な
ど
の
技

術
系
の
仕
事
）
し
か
行
な
う
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

「
技
術
」
以
外
の
仕
事
を
す
る
こ
と

は
、
た
と
え
同
じ
会
社
の
中
で
あ
っ
て

も
違
法
行
為
に
な
り
ま
す
。

対
し
て
、
高
度
人
材
と
し
て
認
め
ら

れ
れ
ば
、
１
つ
の
在
留
資
格
に
そ
の
ま

ま
職
務
内
容
を
あ
て
は
め
る
の
で
は
な

く
、
複
数
の
在
留
資
格
に
ま
た
が
る
複

合
的
な
就
労
や
、
事
業
経
営
活
動
さ
え

も
可
能
に
な
り
ま
す
。

⑵

在
留
期
間
「
５
年
」
の
付
与

前
述
の
と
お
り
、
在
留
期
間
の
上
限

で
あ
る
「
５
年
」
は
、
雇
用
先
の
状
況

や
外
国
人
本
人
の
個
別
状
況
を
審
査
・

判
断
の
う
え
で
認
め
ら
れ
ま
す
が
、
高

度
人
材
と
し
て
認
定
さ
れ
た
外
国
人
に

対
し
て
は
、
自
動
的
に
在
留
期
間
５
年

が
付
与
さ
れ
ま
す
。

⑶

永
住
許
可
要
件
の
緩
和

一
般
の
外
国
人
が
日
本
の
「
永
住
許

可
」
を
得
る
に
は
原
則
と
し
て
「
１０
年

以
上
」
の
在
留
期
間
が
必
要
で
す
が
、

高
度
人
材
外
国
人
は
、
通
常
必
要
な
１０

年
以
上
の
日
本
在
留
期
間
が
お
お
む
ね

「
５
年
」
に
短
縮
さ
れ
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
引
き
続
き
日
本
に
５

年
以
上
在
留
す
れ
ば
、
永
住
許
可
の
対

象
に
な
り
ま
す
。

⑷

入
国
・
在
留
手
続
き
の
優
先
処
理

入
国
管
理
局
に
お
け
る
入
国
・
在
留

手
続
き
に
つ
い
て
、
高
度
人
材
外
国
人

の
場
合
は
、
通
常
の
申
請
に
優
先
し
て

処
理
さ
れ
ま
す
。

⑸

高
度
人
材
の
外
国
人
配
偶
者
の
就

労
制
限
の
解
除

高
度
人
材
の
外
国
人
配
偶
者
に
対
す

る
就
労
制
限
が
解
除
さ
れ
ま
す
。

「
家
族
滞
在
」
の
在
留
資
格
を
も
つ

外
国
人
社
員
の
配
偶
者
は
、
通
常
、
日

本
で
の
就
労
に
一
定
の
制
限
が
か
か
っ

て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
「
資
格
外
活

動
許
可
の
取
得
」
や
「
週
２８
時
間
ま
で

の
就
労
」
な
ど
で
す
。

高
度
人
材
の
外
国
人
配
偶
者
に
つ
い

て
は
、「
教
育
」「
技
術
」「
人
文
知
識
・

国
際
業
務
」
な
ど
の
範
囲
内
で
定
め
ら

れ
て
い
る
職
種
で
働
く
場
合
は
、
資
格

外
活
動
許
可
は
不
要
で
、
週
２８
時
間
を

超
え
る
就
労
も
認
め
ら
れ
ま
す
。

⑹

一
定
条
件
の
下
で
の
高
度
人
材
の

親
の
帯
同

外
国
人
社
員
の
親
の
帯
同
や
呼
び
寄

せ
は
、
一
部
の
例
外
を
除
い
て
原
則
と

し
て
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
年
収
な
ど

の
一
定
の
条
件
を
満
た
し
た
高
度
人
材

外
国
人
や
、
そ
の
外
国
人
配
偶
者
が
３

歳
未
満
の
実
子
を
育
て
て
い
る
場
合

は
、
そ
の
親
（
実
の
親
）
の
帯
同
と
呼

び
寄
せ
が
認
め
ら
れ
ま
す
。

共
働
き
の
外
国
人
夫
婦
に
と
っ
て
は

便
利
な
制
度
と
い
え
ま
す
。

⑺

一
定
条
件
の
下
で
の
家
事
使
用
人

の
帯
同

年
収
な
ど
の
一
定
の
条
件
を
満
た
し

た
高
度
人
材
外
国
人
は
、
外
国
で
雇
用

し
て
い
た
家
事
使
用
人
（
家
政
婦
や
ベ

ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
）
の
帯
同
な
ど
が
認
め

ら
れ
ま
す
。

不
法
就
労
助
長
罪
を
強
化
し

「
過
失
が
あ
る
場
合
」
も
適
用

「
不
法
就
労
助
長
罪
」
と
は
、
次
の

よ
う
な
外
国
人
を
雇
用
し
た
会
社
に
科

せ
ら
れ
る
罰
則
で
す
。

①
在
留
資
格
を
も
た
な
い
外
国
人

②
在
留
資
格
は
も
っ
て
い
る
が
就
労
す

る
在
留
資
格
を
も
た
な
い
外
国
人

③
許
可
さ
れ
て
い
る
就
労
資
格
以
外
の

違
法
な
就
労
を
行
な
う
外
国
人

こ
の
よ
う
な
外
国
人
を
雇
用
し
た
場

合
は
、「
３
年
以
下
の
懲
役
も
し
く
は

３
０
０
万
円
以
下
の
罰
金
」
の
対
象
と

な
り
ま
す
。

改
正
前
は
「
不
法
就
労
で
あ
る
こ
と

を
知
ら
ず
に
雇
用
し
た
場
合
」
は
罰
則

の
対
象
外
で
し
た
が
、
改
正
後
は
「
被

雇
用
者
が
不
法
就
労
活
動
を
し
て
い
る

こ
と
を
雇
用
主
が
知
ら
な
い
こ
と
に
過

失
が
あ
っ
た
場
合
」
も
処
罰
の
対
象
と

さ
れ
ま
し
た
。

雇
用
主
の
責
任
が
重
く
な
っ
て
い
る

の
で
、
新
た
に
外
国
人
を
採
用
す
る
際

は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
在
留
カ
ー
ド
な

ど
で
在
留
資
格
の
種
類
や
期
限
を
し
っ

か
り
確
認
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
●▲
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